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際
間
の
調
整
役
な
ど
主
導

的
役
割
を
果
た
す
べ
き
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
日
本
政

府
お
よ
び
国
会
に
対
し「
核

兵
器
禁
止
条
約
」
に
署
名
・

批
准
す
る
こ
と
を
強
く
要

請
す
る
も
の
で
あ
る
。

審
査

反
対
意
見

・
Ｎ
Ｐ
Ｔ「
核
不
拡
散
条

約
」を
推
進
し
て
い
る
諸

国
と
核
保
有
国
が
不
参
加

で
あ
る
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
の
交
渉
国
と
の
関
係

に
亀
裂
が
生
じ
る
懸
念
が

あ
る
。
ま
た
、「
核
不
拡

散
条
約
」
に
お
い
て
中
心

的
に
推
進
し
て
き
た
日
本

政
府
が
、
新
た
に
こ
の
条

約
に
参
加
し
た
場
合
、今

後
の
「
核
不
拡
散
条
約
」

の
進
展
を
阻（
は
ば
）
む

の
で
は
な
い
か
。　

・
こ
の
考
え
に
反
対
す
る
も

の
で
は
な
い
が
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
に
核
保
有
国

が
参
加
し
な
け
れ
ば
何
も

進
ま
な
い
。
こ
の
条
約
そ

の
も
の
に
実
効
性
が
な
い

の
で
は
な
い
か
。

・
核
の
脅
威
な
ど
、
日
本
の

安
全
が
脅
か
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
今
日
に
お
い

て
、
そ
の
抑
止
力
と
し
て

日
米
同
盟
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
時

期
尚
早
と
考
え
る
。

・
趣
旨
に
は
賛
同
で
き
る
の

で
、
趣
旨
を
採
択
す
る
の

は
よ
い
が
意
見
書
ま
で
提

出
す
る
必
要
は
な
い
。

賛
成
意
見

・
一
方
、
世
界
の
多
く
の
国

が
こ
の
条
約
の
締
結
を
望

ん
で
い
る
中
で
被
爆
国
と

し
て
行
動
す
べ
き
。

・
松
前
町
は
非
核
都
市
宣
言

を
し
て
い
る
町
で
あ
る
。

政
府
に
町
民
の
草
の
根
運

動
の
声
を
届
け
る
こ
と
を

断
る
理
由
が
議
会
に
は
な

い
。

（
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
。

条
例
に
基
づ
き
委
員
長
が
決

す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
、

不
採
択
と
さ
れ
た
。）

請
願
第
２
号

主
要
農
作
物
種
子
法
の
復

活
を
求
め
る
請
願
書

◎
請
願
者　

国
民
の
食
糧
と
健
康
を
守

る
愛
媛
県
連
絡
会

会
長　

村
田　

武

◎
紹
介
議
員　

金
澤　

浩

要
旨

　

米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
良

質
な
種
子
の
安
定
的
な
生

産
及
び
普
及
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
1952
年
に

制
定
さ
れ
た「
主
要
農
作

物
種
子
法
」
が
2018
年
４
月

１
日
に
廃
止
さ
れ
、米
、麦

な
ど
の
優
良
種
子
供
給
を

不
安
定
に
し
、
必
要
な
時

に
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
海
外
の
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
の
日
本
進
出
と
、

種
子
交
配
、遺
伝
子
組
み
換

え
作
物
の
持
ち
込
み
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
」

の
復
活
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

審
査

反
対
意
見

・
主
要
農
作
物
種
子
法
（
以

下
種
子
法
）
は
、
戦
後
の

食
糧
増
産
の
た
め
、
国
・

都
道
府
県
が
主
導
し
て
制

定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
食

糧
難
が
改
善
さ
れ
、
種
子

は
安
定
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
国
・
都
道
府

県
が
主
体
と
な
る
こ
と

で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

入
る
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
品
種
開
発
に
は
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
も
必
要

で
は
な
い
か
。

・
附
帯
決
議
と
し
て
、
優
良

な
品
質
の
種
子
の
流
通
を

確
保
す
る
た
め
適
切
な
基

準
を
定
め
、
運
用
す
る
。

国
外
に
流
出
す
る
こ
と
な

く
適
正
な
価
格
で
国
内
で

生
産
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
。
特
定
の
事
業
者
に
よ

る
種
子
の
独
占
に
よ
っ
て

弊
害
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
努
め
る
。
と
、
決

議
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
現
在
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
民
間
活
力
を

最
大
限
活
用
し
た
、
開

発
・
供
給
体
制
の
構
築

は
必
要
と
考
え
る
。

・
「
み
つ
ひ
か
り
」
の
種
も

み
価
格
が
高
い
の
は
、
種

子
の
特
性
が
病
気
に
強

く
、
農
薬
散
布
の
量
を
減

ら
す
な
ど
生
産
に
係
る
コ

ス
ト
が
大
幅
に
削
減
で
き

る
た
め
で
あ
る
。
種
子
が

高
い
か
ら
米
が
高
く
な
る

こ
と
で
は
な
く
、
米
は
安

い
も
の
が
生
産
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
「
み

つ
ひ
か
り
」
の
値
段
を

も
っ
て
全
て
の
種
子
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。

・
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を

規
制
す
る
の
は
食
品
衛
生

法
で
あ
る
。
種
子
法
廃
止

で
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

が
入
る
訳
で
は
な
く
、
別

の
法
律
に
よ
り
規
制
さ
れ

て
い
る
。

賛
成
意
見

・
種
子
法
の
廃
止
に
伴
い
、

都
道
府
県
へ
の
種
子
開
発

の
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
附
帯
決
議
に
は

法
的
拘
束
力
が
な
く
、

種
子
法
が
廃
止
さ
れ
る
と

ガ
ー
ド
が
な
く
な
り
、
外

資
、
国
内
企
業
問
わ
ず
、

種
子
の
支
配
権
が
公
の
立

場
か
ら
民
間
企
業
に
移
る

の
は
確
実
で
あ
る
。
民
間

企
業
は
特
許
を
ほ
し
が

り
、
特
許
料
で
利
潤
を
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日

本
の
農
家
が
特
許
料
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
、
米
を
含

む
主
要
農
作
物
の
種
子
の

使
用
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
は
明
白
だ
。
種
子
法
が

存
在
し
、
都
道
府
県
か
ら

種
子
が
供
給
さ
れ
続
け
る

限
り
、
民
間
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
の
種
子
は
国

内
で
は
売
れ
に
く
い
。
し

か
し
、
安
い
種
子
を
維
持

す
る
た
め
の
根
拠
法
で
あ

る
種
子
法
を
廃
止
し
た
こ

と
に
よ
り
、
次
第
に
種
子

の
価
格
が
高
騰
す
る
の
は

当
た
り
前
で
あ
る
。

　
　
（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）


